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まず、2 番目の方程式を整理すると、 
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よって、 7, 5x y   
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まず、それぞれの方程式を整理すると、 
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よって、 7, 3x y    

(3) 3 5 3 14x y x y    は、 
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と書き換えられます。 
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よって、 4, 2x y   

 
(4) 2 3 2 2 5 6x y x y x y        は、 
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と書き換えられます。 
それぞれの方程式を整理すると、 
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Ｈ８.２ 
(1) A(0, 0), B(5,1), C(2, 4)のとき 

 
図のように P(5, 0), Q(5, 4), R(0, 4) を取る

と、△ABC は 
  長方形 の面積[ APQR ] 5 4 20  

から、 
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を引いたものとして計算できる。 
よって、 
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(2) A( 1, 1), B(4, 0), C(1, 3)  のとき 

 
△ABC を x 軸方向に 1 、 y 軸方向に 1
平行移動すると、(1)の△ABC になる。よ

って、面積は等しく、 9 になる。 

 
 
 
 
 

(3) A(0, 0), B(1, 2), C(4, 9)のとき 
図はかなり「細い」三角形になっている

が、 
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よりも 

AC の傾き 
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の方が大きいく、B の x 座標が A の x 座

標よりも大きいことから、B は「直線 AC
の下側にある」ことが確認できる。 

 
図のように P(1, 0), Q(4, 0), R(4, 2) を取る

と、△ABC は 
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を引いたものとして計算できる。 
よって、 
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と計算しても

よい。 
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Ｈ８.４ 
直線 AB と AC の傾きの大小関係を調べ

ます。 

(i) AB の傾きは
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AB の傾きよりも AC の傾きの方が 
大きいことと、C の x 座標が A の x 座

標よりも大きいことから、点 C は 
直線 AB よりも上側にあるとわかり

ます。 
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AB の傾きと AC の傾きが一致する

ので、点 C は直線 AB 上にあるとわ

かります。 
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